第１回　地域生活支援部会資料１


　平成28年11月7日（月）19時～20時30分
障害者更生相談センター　多目的室


◎出席者　遅塚委員　黒田委員　山路委員　大須田委員　三石委員　
久保田委員　星野委員　嶋田委員　篠原委員　

　事務局　山田　梶原　岡田　佐藤　石垣　新井

議題

２　今後の地域生活支援部会での取組みについて

○矯正施設から退院された方の支援の課題
○精神科救急医療システムについての地域での可能性を探る
○福祉事務所のコーディネーター連絡会議業務の取り組み

○地域移行支援停滞　H25～地域移行連絡会議の課題
○相談体制のあるべき連携の体制について
○今年度は基幹相談センターのあり方についてメインに取り組む
○退院支援指針の改訂についてはじっくり取り組む

３　基幹相談支援センター在り方検討ワーキングの結果報告について

○地域で必要な機能の整理
○区のケースワークの課題
○障害がある人にとっての相談体制を
○計画相談が導入されたことで事務量が増。アウトリーチ、声なき声を拾う事
○さいたま市合併当初から旧市で差異→そのために、自立支援協、サービス調整会議、コーディネーター連絡会議を作った経緯がある
○障害のある人に不利益にならないような体制作りを
○コーディネーター連絡会議、サービス調整会議等で出てきた課題をどう政策に反映していくか
コーディネーター連絡会議で児童の支援分野の課題整理中→サービスに繋がる前の段階での支援の必要性
○基幹相談センターが連携や仕組みを考え、各機関が連携していく体制を
○基幹相談センターは旗振り役。動くのは周囲。
○現状の課題の把握もいいが、さいたま市の相談支援体制を描いて、それに向けて取り組んで行くのが大事では。
○さいたま市となって１０年が立ち、転換期に来ているのでは。
○引き続き地域生活支援部会でもワーキングチームを組んで取り組んで行く
○国の動向について→支援福祉ビジョン　一億総活躍社会　地域共生社会の実現本部　各部会　急ピッチで進んでいる
○現在、国が全体施策を考える→地域でやっているモデルを広めていく形へ
[bookmark: _GoBack]○さいたま市でのモデルを考えてもいいのでは。それを国に拾ってもらうのはどうか。
